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テキストは四谷大塚でお買い求めください。 中学受験のヘクトパスカル その 1 

水の中に塩を入れると塩水
し お み ず

になります。これを食
しょく

塩水
え ん す い

といいます。 

つまり， 塩＋水＝塩水（食塩水）です。 

濃さ＝
部分

全体
で計算します。 全体は「塩＋水」 部分は「塩」 → 濃さ＝

塩

塩＋水
＝
食塩

食塩水
 

 ※この場合，小数ででますから 100倍して％で表します。 → 
食塩

食塩水
×100 

（例） （食）塩 20g に水 180g を混ぜたときの濃さは， 

  

 

＜ポイント＞ 

※ 全てビーカー図と面積図で説明をしていきます。 

(1) ビーカー図を書いてみます。 

食塩を下に水を上に書きます。 

 

水 100g 

食塩 25g 

食塩水 125g 

全体の重さ 

（食塩水）は 

100+25=125g 

 

25 

125 
% 

濃さは 

25

125
×100 

＝20% 

20% 

(2) 

 

 

 

 

 

食塩の量をだすときは， 

％を小数になおしてから

計算をする。 

 

▲＝300×0.08 

  ＝24g ・・食塩の量 

8% 

水 

食塩▲g 

食塩水 300g 

24g 

(3) まず，食塩水の量を

出してから食塩の重さを

引きます。 

 

 

 

 

 

食塩水の量は， 

  30÷0.12＝250g 

水の量は， 

  250－30＝220g 

他の方法もあり

ます。 
 

食塩 30g 12% 

食塩水▲g 

220g 

水 
 


